
第４回 江東未来会議 

 

（第１分科会：子育て・教育分野） 

 

次 第  

 

日時：平成１９年１１月２８日(水) 午後７時００分～９時００分 

場所：文化センター２階 旧区政ＰＲコーナー 

 

１ 開会 

 

 

２ 事務局からの連絡事項 

 

 

３ 本日のワークショップの進め方について 

 

 

４ ワークショップ 

①  前回の振り返り 

②  将来像の内容及び取り組みの方向性の検討 
 

５ その他 

 

 

６ 閉会 

 

 

 

（配付資料） 

○第３回江東未来会議 議事概要 

○第３回江東未来会議 子育て・教育分野（統合版） 

○望ましい将来像の内容及び取り組みの方向性の検討 

 



071128 江東未来会議(第１分科会―子育て・教育) 

望ましい将来像の内容及び取り組みの方向性の検討 
 
１．本日の目標 
    
 将来像の具体的内容と取り組みの方向性について検討し、将来像を文章化し

ます。 
 
２．プログラム（案） 
時間 項   目 

19：00 

 

19：15 

 

 

20：40 

21：00 

 

◆ オリエンテーション（配布資料の概要、本日の進め方） 

◆ 前回の振り返り 

◆ 将来像の内容及び取り組みの方向性の検討 

・グループでの話し合い＆案づくり       80 分程度 

           （適宜休憩） 

 ・全体会議（各グループの案の発表＆意見交換）20 分程度 

◆ 振り返り、次回の検討 
 

 
３．進め方（案） 
（１）望ましい将来イメージを実現する上での課題の振り返り 
事務局で作成した「問題・現状認識」「解決の方向性」「課題」の整理案につ

いて、全員で確認していきます。これに基づき、本日の検討に入ります。 
 
（２）将来像の内容及び取り組みの方向性の検討 

①グループ討議（３グループに分かれて進行します）  

・グループ内でグループ討議の進行役を決めて頂き、司会の方を中心にグル

ープ全員で討議してください。 
・討議の結果は模造紙に直接記入するかポストイットに記入して模造紙に貼

付するなどにより、必ず記録を残してください。 
・これまでと同様に記録に残したい事項は個々人がポストイットに書いて添

付することを基本としますが、別途書記役を決め、討議の中で出た重要と

思われる意見は、書記役の方が模造紙やポストイットに記載してください。 

・「問題・現状認識」「解決の方向性」「課題」について、現在のまとめで不足

している意見がありましたら、ポストイットに書き出し、模造紙に貼りこ

んでいきます。 

・実現したい将来像の具体的内容（「何がどのような状態になっている姿」を

めざすの）が明確となるように、わかりやすい表現を検討し、文章化しま

す。 

 ② 全体会議（取りまとめ） 
 グループの案を紹介してもらい、共通項があれば統合します。 

 

４．次回の検討事項 

将来像と取り組みへの方向性を踏まえて、重点課題を選び、それに対して区 
や区民・事業者の取り組みの役割分担と具体的な事業の検討を行います。以上 



子育てを学ぶ機会を
設ける

子育てを学ぶ機会を
設ける

親の認識不足の改善
育児教育は親の責任

子ども達は何を期待して
いるか。子ども達のことを
もっとよく知るために何をし
たらよいか

家庭が子どもの居場所として良いものである
ために、親の働き方や社会の労働の仕方な
どにもっとゆとりがないといけない。少なくとも子
どもの話が聞ける家庭になるように

子育てに関する親の意識の低さ、家庭の子育て力の問題がある子育てに関する親の意識の低さ、家庭の子育て力の問題がある

家庭の子育て力の低下
←社会の変化

給食費を払わない→社
会規範が崩壊

７歳までに座って話を聞
くしつけができない

家庭の機能不全
→家庭支援

親が核家族化等で子
育てを学ぶ機会がない

子育てを学ぶ支援の機
会の増加

親の支援や仲間づくりの支援→幼
児を持つ親の学級の拡大。幼児を
持つ親同士が気軽に遊びに行けて
仲間作りができる場所づくり

家庭で保育する親への支援
が不足→保健所の一時預か
りの安価での利用や男女共
同参画センター、さくらんぼ保
育園のような施設の充実

育児する親（特に母親）の負
担が大きい→負担軽減（新
生児訪問の第２子以降の実
施
育児学級や母親教室など保
健所のサポート拡大

指導員の研修
保護者の教育

みずべなど、誰でも参加できるように
する→みずべの職員などによる仲間
づくりの促進

親（育児中）の相談窓口
の不足→みずべ（子ども支
援センター）などで気軽に
安心して子どもと離れて親
の悩みを相談できるように
する

保育園での保育
→「保育の質」を担保、向上
させるための区民参加でのシ
ステムを作る（文京区などの
区民参加会議）子育て世代
でも無理なく参加

日本一の保育園待機児童数→
認可保育園の大幅増設、区立の
保育園新設
→「認証」「認定子ども園」は保育
の質の低下を招く

幼稚園の入所困難
→区立にも３年保育を作る。選
択肢の拡大

100人を超す過密、過大な学童
保育→適切な定員での学童保
育増設
→放課後子どもクラブではなく学
童保育 子ども、親を混乱に陥れている保

育園民営化
→実際の検証を十分にやり、子ど
も達のためになっていないのであれ
ば再検討する

保育園などの数が少ない→数の
増加

保育園、学童保育とも施設が不足している保育園、学童保育とも施設が不足している

（質が整った）保育施
設の充実

保育所の不足
→保育所を増やす。子ども
園の充実（就業しているかど
うかに関わらずみな必要と思
う人が利用可能になる

子育て
育児負担を軽減させるた
めの対応
育児相談充実
保育施設の充実

助け合いができる子育て
社会

子育て相談窓口や家庭訪問型子育て支援
など子育て支援の体制をつくるとともに、指

導員を育て、保護者を教育する

子育て相談窓口や家庭訪問型子育て支援
など子育て支援の体制をつくるとともに、指

導員を育て、保護者を教育する

重点形成（地域）
南北地域の事情に合
わせた配置

見積もりの余裕
現在の待機児童は参考にならな
い

子育て、育児支援の相談
窓口の設置

家庭訪問型子育て支援。子
育てスタートの躓きはささいな
事でも大きくなる要因となる。
早期の支援は地域ボランティ
アで支援しよう

既存施設のサービス拡大による保育機能
の充実や保育施設の整備を進めるととも
に、保育の質を担保する区民参加の仕組

みをつくる

既存施設のサービス拡大による保育機能
の充実や保育施設の整備を進めるととも
に、保育の質を担保する区民参加の仕組

みをつくる

子育て－「親」「家庭」「保育園」

地域社会が子育て、教
育にどう関わっていくか、
システム・組織づくりが必
要

家庭が子育ての力をつけていくための家族のあり方を見
直す

家庭が子育ての力をつけていくための家族のあり方を見
直す

地域が子育てに関わるしくみをつくる地域が子育てに関わるしくみをつくる
地域の実態に合わせて、保育施設
の量を確保し、質を高める

地域の実態に合わせて、保育施設
の量を確保し、質を高める

両親で働くとどうしてもおろ
そかになる子育て環境

土日開庁
家計維持者（働いている
人）の育児・教育への参
加

第３回江東未来会議 平成１９年１１月７日

子育てがしやすい社会環境
づくり
→労働時間、休暇制度等
で子育てしやすい社会システ
ム
「８時に家族そろって夕食」は
みんなしたいけど、したいと思
うだけではできない

子育ての仲間づくりがで
きる機会や場所をつくり、
仲間づくりを促すヒトを配

置する

子育ての仲間づくりがで
きる機会や場所をつくり、
仲間づくりを促すヒトを配

置する

労働時間や休暇
制度等子育てしや
すい社会システム

をつくる

労働時間や休暇
制度等子育てしや
すい社会システム

をつくる

統合版１／４

第３回 江東未来会議 子育て･教育分野（統合版）



幼稚園と保育園の
格差をなくす

幼稚園と保育園の
格差をなくす

親の教育に対する意識格差や経済格差が
子どもへの教育に影響を与える

親の教育に対する意識格差や経済格差が
子どもへの教育に影響を与える

教師の権威低下、知識教育の偏重、体験学習不足など学
校教育が弱体化している

教師の権威低下、知識教育の偏重、体験学習不足など学
校教育が弱体化している

幼稚園での生活習慣の体得、学校
における学力習得のための

教育体制を整える

幼稚園での生活習慣の体得、学校
における学力習得のための

教育体制を整える

多様な体験学習、情操教育、コンピュー
ター学習などを取り入れる

多様な体験学習、情操教育、コンピュー
ター学習などを取り入れる

教育－「教育体制」「体験学習」

親の経済力による平等な教
育の実践の阻害はこれからの
10年間で表に現れてくるので
公的な補助が必要

教育に熱心な親と昼間子ども
をあずかってくれるだけでも助か
るという親との温度差は大きす
ぎる

スウェーデン等ヨーロッパの義務教
育制度は日本とどこが違うか学び
たい

教育･躾を立て直す
ために親教育を進

める

教育･躾を立て直す
ために親教育を進

める

公教育の充実
（予算の配分増）

子どものときから忙しい。ストレス多い
子ども。
→子ども自ら学びたい気持ちにそった
教育づくり

家庭の子育てで豊かな心の育
成、歴史と文化を知ることで人
を育てる

子どもの体験教育
（ボランティア体験）

幼稚園から絵本、本に関心
を持ち
情操を向上させる

目的意識のない学校教
育

知識教育の偏重

子育ての体験不足
→授業に取り入れる

体験学習の不足

所得格差が教育格差につな
がっている

先生が尊敬されない←大人（親）
がしていない、子どもも真似をする

学校、学びの貧弱化

学校にゆとりと個性がうまれるように自
由･創造が生きる行政のあり方が望
ましい

個性に合わせた教育
幅広い基準で伸び伸びと教育

競争教育でなく、個性を大切にしつ
つ、基礎的な力を身につけられるよう
にする。そのために経済的格差を行
政でフォローできるように

幼稚園と保育園の格差を
なくす
（どちらが良いか）

学校教育
教える教育主体から自分でテーマを
決めて学び、互いに議論できるような
教育が望ましいと思う

幼稚園を３年間に
生活習慣を身につける補
助

小中学生にもっと音楽や美
術など心豊かになる授業を
充実させる

学校での授業が充実するた
めに協力しあい（助け合っ
て）学べる学級（人数を30
人以下にする。様々な能
力の子どもが一緒にいる）に
する

学力の重視
自立を助ける基本

コンピューター等近未来必要
性が高まるものを重視

学校の地域対策（不良
躾対策）我が子可愛さか
らか全く無理解な親、苦
情ばかりで学校を悩ます
親指導（対策）をする専
任を持たないと

豊かに学べる学校
→少人数学級の充実
→小さい学校を廃校にせ
ず大事にする

学校教育に体験学習を取り
入れる
校舎を増やしていく
→自分の将来像

選択肢のたくさんある教育
カリキュラム
語学･体育･珠算

土曜日の学校開校に
伴う教師確保は財政
面での負荷が大きい

土曜日の学校開校に
伴う教師確保は財政
面での負荷が大きい

世の中の流れは週休２日制
になっているので、土曜日、
休日の学校での教育のため
には教師の増加は避けられ
ない。区の税金でまかなえる
か

基礎的学力をつけるとともに、子どもの個性に合わせ、創造性を
発揮して自主的な学習ができる公教育の充実を図る

基礎的学力をつけるとともに、子どもの個性に合わせ、創造性を
発揮して自主的な学習ができる公教育の充実を図る

体験教育や地域の
歴史･文化を学ぶこと
などを通じて
豊かな心を育む

体験教育や地域の
歴史･文化を学ぶこと
などを通じて
豊かな心を育む

乳幼児と子ども達の交流教
育の場に赤ちゃんと交流の
時間を
総合的な学習の時間

子どもの多種多様な体験の
不足→子どもに農業体験を
させたり、親の働く姿を見せる
機会をつくる

農山漁村自然体験の
機会をつくる

農山漁村自然体験の
機会をつくる

地方で触れあえる環境を体験す
る機会をつくる
砂浜や森・山

小学生が農山漁村に長期滞在
して体験活動を行えるよう国が補
助金を出すとのことですから大いに
体験学習をすべきである。受け入
れ先は一般家庭が望ましいので
県市町村にあたり協力を。。。

第３回江東未来会議 平成１９年１１月７日 統合版２／４

教育に関して区内の地域に
よって違いを感じる。統一する
必要はないが、意見交換な
どの場がない→交流の場

区内の学校同士が
交流し、情報交換す
る場がない

区内の学校同士が
交流し、情報交換す
る場がない

しつけ・道徳教育の
ための家庭や教育機
関の連携を図る

しつけ・道徳教育の
ための家庭や教育機
関の連携を図る

道徳、躾、家庭と保育、学
校との連携

特別支援学級の区
設置などによる特
別支援教育の充実

を図る

特別支援学級の区
設置などによる特
別支援教育の充実

を図る

増加する特別に支援を必要
とする子どもへの教育
→特別支援学校の新設
（臨海部）
→特別支援学級の新設



教育－「教育体制」「体験学習」

学校の空き教室や緑化した校庭、既存施設やコミュニ
ティ道路など交流の場を設け、大人･高齢者が見守り、

世代を超えた交流を促す

学校の空き教室や緑化した校庭、既存施設やコミュニ
ティ道路など交流の場を設け、大人･高齢者が見守り、

世代を超えた交流を促す

子ども・地域の人、親子が参加する農園を、
学校周辺や学校跡地などを利用してつくり、

農作業体験や交流の場とする

子ども・地域の人、親子が参加する農園を、
学校周辺や学校跡地などを利用してつくり、

農作業体験や交流の場とする

世代を超えて交流できる場所を地域に設ける世代を超えて交流できる場所を地域に設ける 交流を促すしくみをつくる交流を促すしくみをつくる

子育て・教育の基盤としての地域社会

コミュニケーション能力が
不足

コミュニケーション能力が
乏しい（若い人も年長者
も）

コミュニケーションが不十分であるコミュニケーションが不十分である

道徳教育を座学で教えることも大
切だが、農作業を通じて命の大切
さを学ぶことの方が喜びがあってより
よいと思う

各学校の周りを利用すれば野菜作
りはできるように思えるし、町の中に
経験者がいて地域と学校のコミュニ
ケーションになる

遊び・・・温故知新
江戸、昭和の遊び、玩具の紹
介等

子どもも大人も出会ったら声か
けあい挨拶できるまちづくり

江戸しぐさから（復活）大人の
交流、人情みあふれる

親子体験学習
土に親しむ、食育を大切に、
食料自給率100%は本当に理想だ
と思う

緑化効果
①環境（ヒートアイランド対策）
②健康（精神安定）

学校が地域に位置づくために親
も子も地域の人たちもその地域
や学校を大切にできるようにする
（学校選択など地域を軽視する
などはダメ）

地域の活性化
子ども達とシルバーの交流
（触れ合い）生きがい

学校を地域の核に位置づける学校を地域の核に位置づける

学校の開放
地域の人が集まれる場
所として

子どもも大人も利用できる学校
の空き教室開放が望まれる

各地域に交流場所を確保し、
年齢を問わない交流センターの
開設

世の中の変化のスピードがます
ます速くなるので、コミュニティ道
路を利用したまちづくりが人の心
をなごませるし、子ども達の情操
を育てると思う

０歳～２歳位までの子育て
親子のコミュニケーションの場
を各町会で利用できるように
する

地域の大人たちとか、（シル
バー）ボランティアによる管理
①芝生等給水、手入れ
②子どもの安全
③遊び・・・指導、教育

地域の行事をもっと広
く参加しやすくする

テレビゲーム等家の中での遊
びを外に向けて。世代を超え
て交流できる場所を

具体的には、第三大島小学校が
移転した跡地が更地になっているの
を利用した区民農園等にして子ど
も達と一緒に作物を育てていけたら
いい

人が集まる場があればよい
参加しやすい方策

親父の会
子どもと親同士の交流の場

老人と子育て世代の交流の場
文化センター、廃校の開放で
（地域の）交流の場をつくる

異年齢や異世代の交流の不足
→未就園児、幼稚園児、小中学
生の交流や幼児と高齢者の交流
の機会を増やす

人間関係が希薄である人間関係が希薄である

隣にいる人が他人である
社会

地域参加が崩壊、弱い

区民の教育･子育てへの参加
機会が少ない

区民の教育･子育てへの参加
機会が少ない

新住民と旧住民のギャッ
プがある

市民が子育てや教育に
参加する機会が乏しい

大人から子どもへ、昔の遊
びや文化を教え・伝え･交

流を図る

大人から子どもへ、昔の遊
びや文化を教え・伝え･交

流を図る
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乳幼児から中高生まで遊び・居場所となる「ひろば」を既
存施設を活用しつつ充実させる

乳幼児から中高生まで遊び・居場所となる「ひろば」を既
存施設を活用しつつ充実させる

子どもが安心して遊び･暮らせるための
環境を整える

子どもが安心して遊び･暮らせるための
環境を整える

子どもの安全を守るために子どもを見守る大人の
目を増やす工夫をする

子どもの安全を守るために子どもを見守る大人の
目を増やす工夫をする

子どもが自由・自主的に安心して
遊ぶ場所が不足している

子どもが自由・自主的に安心して
遊ぶ場所が不足している

遊びを通じての子ども育ちや可能性を伸
ばす場や機会が少ない

遊びを通じての子ども育ちや可能性を伸
ばす場や機会が少ない

安全な遊びのための見守
りが不足している

安全な遊びのための見守
りが不足している

子どもが自主的に活動す
る場の不足

子どもが安全に外でのび
のび遊べない 遊びによる育ちの不足

子どもが安心して遊ぶこと
ができる所がない

放課後の子ども見守り
不足

10代の子どもや青年が自分
の可能性を伸ばす機会がな
い
児童館→青少年の家

子どもの安全な遊び場･居場所の確保

子どもが元気に遊べる遊び場や指導員
をおいた公園を整備する

子どもが元気に遊べる遊び場や指導員
をおいた公園を整備する

＜プレイパーク＞
遊び指導員をおい
た公園

遊び場が不足
→子ども達が元気に遊べる
公園やボール遊び、キャッチ
ボールなどのできる遊び場の
充実、緑や水辺のたくさんあ
る公園づくり

既存の文化センターの利
用拡大と指導員の育成
（例：自主保育の拠点と
する）

子育てサロン、子ども（中
高生含む）の遊び場とし
ての「ひろば」の充実
→児童館の充実

子どもの安全を守るために子ども
達から子どもらしい時間･空間をう
ばわないために何をするべきか

学校・家庭以外の子ども
の居場所づくり
目的がなくても集まる場
所からスタートするには？

子どもの安全に対する課題
交通事故、その他（水難事故な
ど）変質者対策

夜道の改善
暗い夜道が多いので

地域で顔を合わせる環境づくり
安全、安心

地域の大人の目がもっと増えること

地域の大人が一体となっ
て見守る安全な子どもの
遊び環境
①小中学校の校庭の緑
化（芝生等の張りつけ）

中学生、高校生（特に片
親の）が夜間過ごせる場
として学童保育が終わっ
た部屋、図書館、または
一般家庭にお願いして
は？

子どもが安心できる場所、
相談できる窓口がある。
→子どものいじめ問題な
ど

施設の基準
粗末でも十分な量（質は
次）

ソフトの提供
ハード、補助金からの変換

ソフト事業への予算を増やすソフト事業への予算を増やす

予算のハート（ソフト事業）
をもっと増やそう

地域交流（ソフト）地域資
源（ハード）の活用

子どもの可能性を伸ばす子どもの可能性を伸ばす

子ども＝日本人の代表として誇
りをもって世界の人たちに主張で
きる（国益について）また、協力も
できるような大人になってほしい

子どもが社会の一員として、また、
世界の人たちと協力して生きて
いけるよう育てていけたらと思う。
当然地域の援助は必要
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公園などが有効活用されて
いない

公園などが有効活用されて
いない

バランスのとれた緑の不足

公園など多い区だと思うが有効活用
されているか。→公園などのイベント
やクラス

地域をつなげるコーディネーター
を作る

交流の背中を押す仕組み

NPOや市民団体を増やすための施策
（予算配分増）

子育てサポーターや教育サポーターなど
の市民参加の制度の創設

子育て・教育への市民参加
の仕組みをつくる

子育て・教育への市民参加
の仕組みをつくる

地域の人をつなぐコーディ
ネーターを育成する

地域の人をつなぐコーディ
ネーターを育成する

行政


